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（株）山形発電・FIT制度適用によるESCO事業契約締結

　（株）山形発電は、当区が馬見ヶ崎川から取水する用水が農業用水としてはあまりにも高水圧（落差

約 100ｍ）のため、減圧を目的に最上川中流土地改良区が 100 パーセント出資し昭和 61年に設立され
ました。

　今回、設備の老朽化が進み、今後の対応を検討していたところ、ESCO事業者による FIT 制度適用の
提案を受け、総代の方への経過説明や役員による検討を重ねた結果、FIT・ESCOサービスを締結致し
ました。

　平成 29年４月からの FIT 制度適用を目指し申請中ですが、報道された「東北電力の買い取り契約手
続きの中断」の影響はありません。

　

　再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス）で発電された電気を、その区域の電力会

社が一定の価格で買い取ることを国が約束する制度です。

　但し、国が定める条件を満たす設備を設置して新たに電力を始めることが必要です。

　（株）山形発電では、今回の制度適用で約 2.4 倍の売上が 20 年間約束されることとなります。

　事業所などエネルギー使用者に対し、省エネ方策の提案や機器導入などの省エネ支援を行い、削減

できた電気代や光熱費などからその一部を報酬として受け取るビジネスです。

　（株）山形発電では、FIT 制度による売上増分で国が定める発電設備内容に更新し、さらに、更新に伴
う各種申請、協議並びに設計、建設、維持管理や予定利益の不足分の補充など包括的なサービスを、そ

れぞれの専門のESCO業者から受けることとしています。

FIT 制度（固定価格買い取り制度）

ESCO事業

水路の近くは危険がいっぱい！ 



                                       

                            

                            

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 
                         

  
  
  
  

 
 
 
 

 
 

  
 

 
 

  
 

 
 

 
 

   
  

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

                    



 

 

 


